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第１学年　　道　徳　指　導　案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２３年１１月１７日(木)第４限　　

１　主題名　みんなのことを考えるとは　　　〈４－（２）公徳心・社会連帯〉

２　資料名　「バスと赤ちゃん」作：中野茂子（「中学生の道徳１年」廣済堂あかつき株式会社）

３　主題設定の理由

(1) 公徳心とは，社会生活の中で守るべき正しい道を大切にする心である。その心が生かされれば，一人一人がともに手を携え，協力し，誰もが安心して生活できる社会がつくられる。

生徒たちにこのような公徳心を育み，社会連帯の自覚をもたせるには，自分も他人も共々によりよく生きようとしていることを自覚することから，互いに助け合い，励まし合うという社会連帯の意識を高めつつ，個人の向上と社会の発展とが矛盾しないようなあり方を求めさせることが重要だと考える。生徒一人一人に，自分も社会を構成する一員であるという自覚を深めるようにして，よりよい社会の実現のために，積極的に協力し合おうとする心情や判断力を高めようとして，本主題を設定した。
(2) 中学１年生では，福祉交流会を通して，さまざまな人がいることを知り，よりよい社会の実現のために何が必要なのかを考えている。しかし，他に対する配慮を欠く風潮に影響されてか，公の場で意識するしないにかかわらず，自己中心的な言動を取ってしまう生徒も少なくない。また，既成のものに対する反発が出てくる年代でもある。このような時期の生徒には，自分も社会の大切な一員であるという実感・自覚を深めつつ，よりよい社会の実現を目指す一人としての実感を深める追体験をさせたい。
(3) 「バスと赤ちゃん」は，バスの中の乗客としての公徳を考えながら，大泣きをする赤ちゃんを抱く若い母親をどう受け入れていくかを通して，よりよい(バスの中の)社会の実現をどうめざしていくかを考えることができる。中学生に公徳心・社会連帯を感得させるのに効果的な資料である。バスの中で沸き起こった〈拍手の意味〉は，誰に向けたどういう意味をもつものなのかを話し合わせることで，多様な感じ方・考え方を語らせ，互いの感じ方，考え方の根拠を問いながら学び合わせ，自己の価値観を見つめつつ磨き合わせたい。

４　ねらい

　　　   社会生活の中で，個人の向上が社会全体の向上につながることに気付き，みんなが望むよりよい社会の実現に努めようとする心情・判断力を高める。

５　準備・資料

　　　教師……フラッシュカード，感想記入用紙
６　学習過程

	
	学習活動(主な発問と予想される反応)
	指導上の留意事項

	方向付け
	１　満員のエレベーターに乗りました。このとき，どういうことを考えて行動しますか？
　・騒がない　・動かない　・降りるときに道をあける
　　～しなければいけないという縛られた考えをよく聞く。しかし，縛られた考えでなくても，行動することができる。今日はこのことについて考えていこう。
	・自分の意見で挙手させ，それぞれの意見のうち一人を指名して理由を聞く。
・身近な公共の場での出来事を考えさせることで，ねらいとする価値への方向づけをする。

	
	２　資料「バスと赤ちゃん」を聞き，話し合う。

①一人が拍手し始める前の数秒の間，一人一人はどんなことを思っていたでしょう。

・赤ちゃんはうるさい。どうしよう。
	・教師が語りをする。
・①では，泣き声のうるささと，お母さんの気遣い，また，病院前で乗った人が多かったことなどに気付かせ，沈黙の間に考

	価値の追求把握


	・自分はいいけど，みんなはどうだろう。自分勝手にいいよって言えないし…。(みんなの場所)

・泣き声はうるさいけど，「乗っていって」と言いたい。
　　なんて言ったらいいのだろう。(自分の思いをみんなにどう伝えたらいいのだろう。)
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②  

ア：運転手さんへ

・その考えに賛成だよ。(困った人のことを考えた行動に賛成)
イ：若いお母さんへ

・気にしないで乗っていってね。(励まし)
ウ：最初に拍手した人に
・よく拍手してくれたね。（賛成の意を伝えやすい・勇気）
エ：自分たちへ
・いいことを一緒にするぞ。（支え合いに参加）
　・いいことだと，いやなことでも我慢できる。
②’自分の意見はア～エのどれに近いか。それを選んだ理由や異なる意見に質問はありませんか。
(理由)
　ア：運転手さんの気遣いに感心。 
　イ：気を遣わなくていいよ。困ったときはお互い様。 
　ウ：よくしてくれた…自分の思いを表現しやすくなる。

　エ：自分もいいことをしたい。うるさいけれど，我慢できる。

(質問) ・自分はエ。イの人に質問。体調不良の人のことは考えなくていいの。病気の人もいるかも。
(応答)・その人は自分で応えた方が…。みんな自分で…。

②’’級友の発言で「なるほど」「参考になった」と感じる発言はどれか。
・いいことだと苦しくても我慢できる…参加したくなるのは，参考になる。
・困ったときはお互い様というのは，なるほどと思った。
	えたことを語らせる。
・みんなのことを考え，自分として表現しづらい感じ方，考え方を出させる。
②では拍手の中身について話し合い，自他への配慮と思いやりに満ちた公徳心について考えさせ，個人の成長が社会全体の成長につながることに気付かせる。
・多様に出た発言は，生徒とともに板書で整理する。
・違和感を覚える発言に対しては，〈反対〉を言わず，「質問」をする約束にする。
②’で分類整理した価値観の中から自分の価値観を選ぶことで，価値観の自覚を深める。
②’については理由を述べたり質疑応答したりすることで，価値への理解を深めたり，自分の価値観を磨いたりする。そのこと自体が大切で，うまく質疑応答できなくてもよい。
②’’については，「はっとした」「なるほど」「参考になった」と感じた発言を出させ，級友から学んで成長できたことを出し合わせる。
②’’までに生徒自身が公徳心を支えるたいせつな心・考えだと気付いたことをまとめ，生き方を見つめる視点として生かしたい。

	生き方の自覚
	3　みんなが見つけたように，「困った人・弱い人への気遣い」と「お互い様」「自分も参加・表現」等について，実現されていることを見つけてみよう。

・荷物を持っている人がいたら，扉を開けておいてあげる。
・公衆トイレで，我慢できない幼児を前に入れ，自分は後に下がった人に，周りの人が前に戻るよう進めた。
	・みんなが見つけた太字変換の内容に関する例を教師が先に例示する。
・つい見落としそうなことを発見したときは，みんなが学べるように，「そういう見方，分かる」と思える人は…などと，みんなに返して広げる。

	まとめ
	４．教師の話を聞き，感想を書く。

（そうか，自分たちも公の場所で，「お互い様」というこころをもったことがあったのだな。）
	・「お互い様」を大切に，学級みんなが人のことを考えた行動をとれた例を挙げる。


７　評価
　○個人の向上が社会全体の向上につながることを話し合いで気付くことができ，みんなが望むよりよい社会の実現に自分もかかわることができることを実感し，そのような社会の実現に努めようとする心情・判断力を高めている。
実　　践　　資　　料

全校道徳授業　１年

○　日時　平成２３年１１月１７日（木）４限

○　項目　４（２）社会連帯
○　資料　バスと赤ちゃん　＜廣済堂あかつき株式会社＞
○　授業の展開
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＜授業の様子＞
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みんなが見つけたように，「困った人・弱い人への気遣い」と「お互い様」「自分も参加・表現」等について，実現されていることを見つけてみよう。





拍手はだれに対する，どういうものだったでしょう。








○　導入


　　満員のエレベーターに乗ったとき，どういうことを考えて行動しますか？


　　・騒がない　・動かない　・降りるときに道をあける


　　～しなければいけないという縛られた考えをよく聞く。しかし，縛られた考えでなくても，行動することができる。今日はこのことについて考えていこう。


○　展開


展開①　資料「バスと赤ちゃん」を語り，話し合う。


一人が拍手し始める前の数秒の間，一人一人はどんなことを思っていたでしょう。�
�
・赤ちゃんはうるさい。どうしよう。


・自分はいいけど，みんなはどうだろう。自分勝手にいいよって言えないし…。(みんなの場所)


・泣き声はうるさいけど，「乗っていって」と言いたい。


　　　　なんて言ったらいいんだろう。(自分の思いをみんなにどう伝えたらいいんだろう。)


展開②　考えを深める。


拍手はだれに対する，どういうものだったでしょう。�
�
ア：運転手さんへ


・その考えに賛成だよ。(困った人のことを考えた行動に賛成)


イ：若いお母さんへ


・気にしないで乗っていってね。(励まし)


ウ：最初に拍手した人に


・よく拍手してくれたね。（賛成の意を伝えやすい・勇気）


エ：自分たちへ


・いいことを一緒にするぞ。（支え合いに参加）


　　　　　・いいことだと，いやなことでも我慢できる


展開②´自分の意見はア～エのどれに近いか。それを選んだ理由や異なる意見に質問はありませんか。家族への感謝の気持ちを見つめさせる。


展開②〝展開級友の発言で「なるほど」「参考になった」と感じる発言はどれか。


展開③　











○　まとめ


教師の話を聞く。





全校道徳の時間において全校同じ資料を使用





＜授業者の反省＞





資料の扱いで工夫した点


今回の授業では，生徒に資料を読むということをさせず，フラッシュカードを用いて，教師の語りにより授業をすすめた。また，中心発問では，拍手の意味について意見を出すだけではなく，出た意見に対して，「なるほど」「参考になった」と感じた意見について考える機会を与え，自分の価値観の変化や成長が感じられるようにした。





展開における反省点


　　 中心発問の際に「誰に対する拍手」なのかを考えさせたときに，気遣ってバスを降りようとしたお母さんや，乗客に協力を求めた運転手などの当事者に対する気持ちについては考えることができていた。しかし，自分やそこに乗っていただけの人々に対して，「いいことをしている」という考えや，「一緒にやろう」というような考えがなかなか出てこなかった。自分というものに対して深く考えることができていないと感じた。全員の拍手が起きる前の数秒の空白の意味をもっと深く考えさせることができれば，さらに多様な考えが出たと思う。





学級の様子と生徒の成長


今までの道徳の授業と違い，フラッシュカードを用いたことにより授業後の生徒の反応がとてもよかったように感じる。話の内容が強く印象に残っており，感想も今までより多く書いていた。始めは拍手の意味が分からないと感じていた生徒も，友達の意見を聞き，改めて考えることによって，積極的に手助けはできなくても同じような場面に遭遇すれば拍手ができるようになりたいと感じるようになった。

















